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《下水道の役割・歴史と鳥取市のあゆみ》 

快適で安心・安全な市民生活を支える下水道は、単に生活排水や汚水などを処理するだけではなく、

コレラ等感染病の流行防止など公衆衛生の向上を目的として整備が始まりました。その後、浸水災害

の防止や環境保全など、その役割は多様となり、 

一層重要な施設となっています。 

 このような中、鳥取市でも昭和６年に、市街地 

にあった薬
や

研
げん

堀
ぼり

たことを皮切りに、昭和３３年には、生活排水と 

に、下水道管を敷設して埋め立て 

雨水を合わせて処理する、合流式下水道事業とし 

て、秋里処理区の第１期工事が、本格的に始まり 

ました。 

以後、生活排水のみを処理する分流式下水道と 

して、事業の処理区を順次拡張して、整備を進め 

てきました。 

現在は、鳥取市の下水道が将来進むべき目標と 

して、下水道中期ビジョン（平成２０年度～平成 

２９年度）を策定し、①下水道未整備地域の整備、②大雨に 

よる市街区域内の浸水防止、③合流式下水道の放流水質改善、 

④下水道焼却灰に含まれるリン資源の回収などを掲げ、様々 

な事業に取り組んでいます。 

また、下水道の役割や機能を十分に発揮するため、下水道 

管路が整備されて接続可能となっている地域の皆さんには、 

早期に接続していただくよう、普及にも力を入れています。 
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《平成２３年度の下水道整備予定》 

下水道の未普及地域の解消を図るため、平成２３年度は、次の地域で、下水道の工事を進めていき

ます。 

これらの地域では、工事が完成すると、皆さんのご家庭で、下水道に接続する宅内工事を実施して

いただくことになります。 

<地図に表示している予定地域は、工事の進捗状況などにより変る場合があります。> 

 

 

  

 

 

 

 

 

鳥取大学 

鳥取市の下水道の利用可能人口【平成 23 年 3月 31 日現在】 処理区域内人口：１８７，１８７人：普及率：９５．８％ 

＊普及率の内訳〔公共下水道：７３．２％  集落排水等：１８．７％  合併浄化槽：３．９％〕 

（普及率＝利用可能人口÷総人口×１００） 

 

平成 23 年度予定箇所  

 

23 年度の下水道整備工
事の予定地域 

千代川西エリア 

●湖山町南二丁目 

●湖山町南三丁目 

●湖山町南五丁目 

●湖山町北二丁目 

●安長 

●緑ケ丘二丁目 

●緑ケ丘三丁目 

●布勢 

●徳吉 

●古海 

●五反田町 

千代川東エリア 

●叶 

●叶一丁目 

●雲山 

●正蓮寺 

 

 

■千代川西エリアの予定地域 

■千代川東エリアの予定地域 

千代水クリーンセンター 
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下水道管の敷設工事の様子 



 

 

 

●● 下水道のしくみ ●●                

 皆さんの家庭や工場などから排出された汚水は、管路など埋設された下水管を流れて、下水処理場

に集められます。処理場では、バクテリアなどの微生物の力を活用して、きれいな水に再生した後に、

千代川や袋川などの「公共水域」に放流しています。 

 下水の水再生のしくみについて、簡単にご紹介しましょう。 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

下水道 

 
   知識 

① 

② 

③ 

④ 

豆 

①下水道が整備され、皆さんが下水道に接続されると、台所やトイレで使用した生活排 

水は、下水道管を通って処理場まで送られます。 

②処理場では、まず汚水と汚物に自然分離されます。 

③分離された汚水は、バクテリアなどの微生物により分解浄化されます。決められた水質 

基準以下に再生された水は、薬剤によって滅菌された後に、川や海に放流されます。 

④微生物が汚れを分解した後に、最終的に発生する汚泥は、焼却して灰にして、建設資材 

の材料（セメント）として使用したり、有機肥料（いなばコンポ）に加工されるなどして、 

資源の有効利用に役立てられています。 

 

第第第 333444 回回回鳥鳥鳥取取取市市市木木木のののまままつつつりりりででで   

      「「「いいいなななばばばコココンンンポポポ」」」ををを無無無料料料配配配布布布しししままますすす！！！   
再生有機肥料「いなばコンポ」の PR 用試供品を 
会場で無料配布します。 

  ■日時：１１月３日（木）午前１１時～ 
  ■場所：市役所第２庁舎前 

※先着 1,000 個の限定配布です。 
  問合せ先▶▶下水道経営課 ℡0857-20-3923  

家 庭 工場等 

汚泥処理施設 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

下水道事業審議会を開催 
 
８月１日（月）、平成２３年 

度第１回鳥取市下水道等事業運 
営審議会を開催しました。 

鳥取市の下水道事業の進捗状況や、使用料

の収納や接続などの経営状況、平成２４年４

月の公営企業会計への移行準備状況などに

ついて、慎重に審議いただきました。 
委員のみなさんからは、使用料の収納率向

上対策などについて、活発に意見・提言をい

ただきました。 

小
学
生
が
下
水
道
施
設
の
見
学 

 

７
月
５
日
（
火
）
か
ら
８
日
（
金
）
ま
で
、

湖
山
、
浜
坂
、
明
徳
小
学
校
児
童
３
３
９
人

が
、
秋
里
増
補
幹
線
の
見
学
に
、
下
水
道
庁

舎
を
訪
れ
ま
し
た
。 

 

配
布
さ
れ
た
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
身
に
つ
け

た
子
ど
も
た
ち
は
、
緊
張
し
た
表
情
で
地
下

の
増
補
幹
線
入
口
へ
移
動
。
初
め
て
見
る
巨

大
な
管
に
、
驚
き
の
歓
声
を
あ
げ
な
が
ら
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担
当
者
の
説
明
に
聞
き
入 

る
な
ど
、
下
水
道
に
つ
い
て 

熱
心
に
勉
強
し
て
い
ま
し 

た
。 

 

 
 

鳥取市連合婦人会が秋里増補幹線を見学 
 
６月１７日（金）、鳥取市連合婦人会（佐々木ちゑ子

会長）の会員２２人が、鳥取市の地下１０メートルに

整備中の、秋里増補幹線を見学されました。 
この日、現場事務所で事業の概要説明を聞いた後、

直径２メートルの管路約１．７キロメートルを、歩い

て見学していただきました。 
見学後は、中腰での移動に少し疲れた様子でしたが、

普段は目にすることのない超大型の雨水管を直接体験

し、その役割に理解を深めていただくことができまし

た。 
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